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 要  旨 
本研究により，学習型 PDCA サイクルおよび学習型 CAPD サイクルを用いることで，数学や
英語などのように学習の内容を限定せずに，学生が独自に選択した目的に対して学習効果の向上
の図れることを確認することができた。従来研究では，数学や英語など特定の分野における向上
を考えており，各分野の論理構造や解く道筋を計算機に解かせそれに対し各学生がどこで躓いて
いるか等を分析していたが，本研究では自分でテーマ及び目標を決め，その目標と実力との距離，
効果の有無を測るという機能，目標への方法論を自分の実力に合わせて自分で考えるという構造
を持っていることが，効率よく実力を伸ばすことに効果を上げていることを示すことができた。 
また学習過程の文章をテキストマイニングによって分析することで，学習のプロセスの特長や
改善点を捉えることができることを示した。コレスポンデンス・アナリシスを行うことによって，
各学生の学習構造の中での，プロセスの位置関係のバランス，各プロセス付近に布置されている
単語，座標軸の意味の解釈によって，学習プロセスの特徴や改善点を示すことができた。自己組
織化マップによる分析においては，2 次元マップから求まるプロセスの座標及び分散により特徴
を示せることをグラフィカルモデリングにより示した。 
また本研究では，学生の学習改善活動の成果等に関して，他人を意識するということではなく，
各個人の実力に基づきその向上を目指すため，その個人差を考慮した尺度の基準化を考案して，
学習プロセスとの関係を分析した。 
その結果 PDCAサイクルでは，行動計画を軸に自身の実力や目標に対して深く検討してしっか
りサイクルを廻すことで成果は高くなることがわかった。また CAPDサイクルにおいては，自分
を客観的に見つめて深く課題・問題点を探り，良い成果をあげることを強く意識してより高みを
目指し，CAPDサイクルの定義に沿ってサイクルを廻すことが良いサイクルであるということが
わかった。 
 さらに共変量を検討して傾向スコアによる重み付きM推定量を用いることにより，実際には
用いなかったもう一方のサイクルを用いた場合の成果を推定した。本研究における定義では，
CAPDサイクルの方がより高い成果をあげていることを確認でき，PDCAサイクルにおいては更
なる定義の改良を行う余地があることを確認することができた。 
 
